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「西の都」大宰府 

 日本の西、九州・筑紫の地にはかつて都があ

った。それが大宰府である。 

 1300年前、そこには「大君の遠の朝廷」であ

る大宰府がおかれ（『万葉集』）、「天下之一

都会」と呼ばれた（『続日本紀』）。古代・中

世を通して、日本の宮都や海外からもたらされ

る先進文化で彩られていた。 

世界とつながる「西の都」 

 1300年前、中国の唐王朝が世界帝国として繁

栄していた。このため唐の文物・文化・政治シ

ステムを周辺諸国は進んで取り入れ、日本も、大宝の遣唐使・粟

田真人が唐から先進の情報を持ち帰り、改革を進めた。こうして

日本は歴史上もっとも国際色豊かな時代といわれる奈良時代を迎

えることとなる。 

 皇帝に厚遇された粟田真人が見た唐の都長安は、東アジアの先

端となる都市であった。彼が収集した情報をもとに平城京と大宰

府はつくられた。筑紫には天智朝に水城や大野城、基肄城など、

すでに百済の宮都を模した要塞が築かれていたが、唐の宮都を実

際に見た粟田真人が赴任し直接造営に携わることで、「西の都」として新たに生まれ変わったのである。 

 それは水城や大野城、基肄城など前代の要塞を利用し、その中に約２km四方にわたって碁盤目の街

区（大宰府条坊）を設けた本格的な都城であった。大宰府政庁や関連する役所を街区の北の中央に据え、

その前面に朱雀大路を敷設した。その幅は長安城朱雀大街の 1/4、平城京朱雀大路の 1/2という規格を

もち、国内２位の広さを誇っていた。まちには人々の住まいとともに、官人子弟の教育機関（学校院）、

天皇にゆかりのある寺院（観世音寺・般若寺）、迎賓館（客館）など、宮都と同様の施設が備えられた。

屋根には都と同じデザインの蓮華文の甍が軒を連ね、粟田真人が唐で見た獅子像と同じ顔の鬼瓦が行き

交う人々を見下ろしていた。四方へ広がる官道は、文物・文化の交流を支えた。 

 このように大宰府は、東アジアの国際標準の都の仕様で築かれた都市であった。それは、この地を訪

れた人々に日本の国際性を目に見える形で示すべく、古代国家が威信をかけて築いた「西の都」だった

のである。こうして、外国使節や商人が往来し、舶来の品々が行き交う国際都市が誕生したが、それは

「西の都」成立以前からの盛んな国際交流の地であった筑紫という素地の上に成り立っていた。 

外国使節を迎える都 

 「西の都」では、外国使節を迎え国家による外交・交易が行われた。使節（賓客）は最初に博多湾岸

の筑紫館（鴻臚館）に入り、ここから大宰府に向かった。筑紫館を発った使節は、直線的に伸びる官道

を進み、天智朝に築かれた水城の西門に至り、さらに進んで推定羅城門から大宰府の街並みを眺めつつ

朱雀大路を北上し、客館に入り滞在した。そして外交儀礼に際しては、威儀をととのえ、客館から朱雀

大路を北上し大宰府政庁へ向かった。政庁では楽が流れるなか、儀礼、そしてもてなしの饗宴が行われ

た。滞在する使節のために日本・唐・新羅の最高級の食器が備えられ、豪華な食が振舞われた。ときに

「古代日本の「西の都」～東アジアとの交流拠点～」 
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中国将来の喫茶も行われていた。 

筑紫に花開く文化 

 このような「西の都」大宰府では文化的素養を持った人物が外国

の賓客をもてなすためにも求められ、また、人の交流拠点でもあっ

たため鑑真、空海、最澄などの知識人も滞在し、新しい文化が流入、

集積していった。例えば平安時代初期の書画詩文に秀でた小野篁

は、大宰鴻臚館で唐人と漢詩を唱和し交流を深めている。また、万

葉集に収められる大宰府の長官であった大伴旅人邸で行われた「梅

花宴」では唐から持ち込まれたばかりの梅の花をめでつつ和歌を披

露しあうという新しい文化が生まれ万葉歌人たちは大野城や次田

温泉（二日市温泉）をはじめ筑紫の風景に心を寄せて和歌を詠んだ。 

 その後、梅は菅原道真の伝承とともに、時代を越えて太宰府と関

連深い花として親しまれている。大宰府での道真は朱雀大路に面し

た南館で不自由な生活を送ったとされ、没後太宰府天満宮に祀られ

るようになると南館と天満宮の間で神幸行事が行われるようになった。現在も続く神幸行事は大宰府条

坊など古代の地割を踏襲した道を使って平安絵巻が年に一回秋分の日に展開される。 

先進文化の集積 

 観世音寺は「西の都」で繰り広げられた交流により多くの文化・

文物が集まった姿を今に伝える。観世音寺は、天智天皇が発願し、

唐で玄宗皇帝から袈裟を直接賜った玄昉が落慶法要を営んだ官寺で

ある。５ｍを超える観世音菩薩像を始め都や大陸文化の影響を受け

た彫像が次々と造立されていった。舞楽もおかれ外国使節の饗宴で

は使者をもてなしていた。その面が伝わっている。また、鑑真は日

本に漂着後、観世音寺に滞在し正式な僧になるための授戒を日本で

初めて行った。そのこともあってか、天下三戒壇のひとつとされ多くの僧を輩出した。授戒を行う戒壇

そのものが現在に伝わっている。空海など入唐僧の長期滞在もあり唐から持ち帰った経論の写経などが

なされていた。さらに、梵鐘は日本最古のものであり、菅原道真が漢詩「不出門」で「観（世）音寺は

只 鐘聲を聴く」と詠んだ正にその鐘である。 

  

 このように、筑紫に置かれた大宰府は朝廷が外交・交易を行うために設けた「西の都」であった。そ

れは百済の宮都・唐の宮都にならって築かれ、東アジアの先進文化と日本の文化とが行き交う場所であ

った。その遺産は筑紫の地の随所にみられ、日本を代表する古都のひとつとして、人々を魅了している。 

梅花宴の様子（博多人形による再現） 
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